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経済企業委員会会議録 

 

令和６年６月１２日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時４５分閉議（実時間９８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第４７号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第３号（関係分） 

１．議案第５０号・専決処分の報告及びその承

認について（令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１３号（関係分）） 

１．議案第６５号・八代市企業職員の給与の種

類及び基準に関する条例の一部改正につい

て 

１．議案第６６号・八代市簡易水道事業給水条

例の一部改正について 

１．議案第６７号・八代市水道事業給水条例等

の一部改正について 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

 ・水道事業に関する諸問題の調査 

 （令和５年度デジタル田園都市国家構想推進

交付金（地方創生推進タイプ）事業に係る

効果検証） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  古 嶋 津 義 君 

副委員長  木 村 博 幸 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  金 子 昌 平 君 

委  員  谷 口   徹 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  村 川 清 則 君 

 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 経済文化交流部長   野々口 正 治 君 

  経済文化交流部次長 緒 方   浩 君 

  理事兼スポーツ振興課長 本 村 秀 記 君 

  商工政策課長    西 村 新 吾 君 

  観光振興課長    甲 斐 春 一 君 

 農林水産部長     豊 田 浩 史 君 

  農林水産部次長   續   良 彦 君 

  農業振興課長    稲 田 忠 征 君 

  フードバレー推進課長 松 永 貴 志 君 

  農林水産政策課長  田 中 和 彦 君 

  水産林務課長    前 田 浩 信 君 

部局外 

  理事兼水道局長   吉 永 哲 也 君 

                              

○記録担当書記     松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（古嶋津義君） それでは、定刻とな

り、定足数に達しましたので、ただいまから経

済企業委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨並びに企業誘致用地

及び新八代駅周辺整備に関連する予算、事件、

条例案等につきましては、特別委員会に付託と

なりますので、御承知おき願います。 

                              

◎議案第４７号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第３号（関係分） 

○委員長（古嶋津義君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第４７号・令和６年度八代市一般

会計補正予算・第３号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第６款・商工費及び第９款
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・教育費について、経済文化交流部から説明を

願います。 

○経済文化交流部長（野々口正治君） 皆様、

おはようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）経済文化交流部の野々口でござ

います。本日は大変お世話になります。 

 それでは、本委員会に付託されました予算議

案の議案第４７号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第３号のうち、経済文化交流部所管

分につきまして、緒方経済文化交流部次長が説

明をいたします。どうぞよろしくお願いをいた

します。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） 皆さん、

おはようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）経済文化交流部次長の緒方でご

ざいます。今日はよろしくお願いをいたします。 

 着座にて御説明をさせていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） それで

は、議案第４７号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第３号をお願いをいたします。経済

企業委員会付託分のうち、経済文化交流部関係

を御説明をさせていただきます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 歳出の款６・商工費、項１・商工費で、補正

額１億５７６０万円を増額し、補正後の額を２

２億７９１０万１０００円としております。 

 次に、２つ下段でございます。 

 款９・教育費、項８・社会体育費で５３１万

７０００円を増額し、補正後の額を３億５９２

０万１０００円としております。 

 次に、１４ページを御覧いただきたいと思い

ます。 

 款６・商工費、項１・商工費、目３・観光費

で、補正額１億５７６０万円を増額し、補正後

の額を５億８４６２万４０００円としておりま

す。 

 右の説明欄上段の観光交流事業２２０万円は、

やつしろよかとこ大使として、本市の認知度向

上、イメージアップに尽力され、楽曲提供等、

地域を盛り上げていただいた八代亜紀さんに感

謝の意を表し、本市の主要イベントにおいて追

悼特別企画を実施する経費を補正するものでご

ざいます。 

 内容といたしましては、第５７回八代くま川

祭りで実施するのど自慢大会において、八代亜

紀さん専属バンドによる生演奏、また、参加者

の歌唱審査、やつしろ全国花火競技大会、九州

国際スリーデーマーチにおいての楽曲利用への

協力等を予定をしております。 

 なお、特定財源といたしまして、全額、ふる

さと八代元気づくり応援基金繰入金を予定をし

ているところでございます。 

 次の２段目、広域交流センターさかもと館

（道の駅）整備事業（豪雨災害）につきまして

は、令和２年７月豪雨に関する特別委員会にお

きまして御審議をいただいたところでございま

す。 

 続きまして、下段の日奈久温泉施設「ばんぺ

い湯・東湯」管理運営事業３７０万円は、日奈

久温泉センター・ばんぺい湯において温泉を給

水するヘッダー管が老朽化し、破損し、漏水し

たため、取替え工事に係る経費を補正するもの

でございます。 

 なお、特定財源といたしまして、市債の合併

特例債３５０万円を予定をしております。 

 次に、１５ページをお願いいたします。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目２・社

会体育事業費で、補正額３４０万円を増額し、

補正後の額を４５０２万３０００円としており

ます。 

 説明欄の東京２０２０オリンピック・パラリ

ンピックホストタウン推進事業は、友好交流覚

書に基づき、本市及び台湾代表のジュニアバド

ミントン選手のスポーツ交流を実施するための

負担金を補正するものでございます。事業主体
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として、ホストタウン事業を推進する、八代市

東京２０２０オリンピック・パラリンピックホ

ストタウン推進事業実行委員会へ事業運営を依

頼するため、当該委員会へ負担金として支出を

するものでございます。 

 実施期間は令和６年９月５日から９日までを

予定し、本市の高校生８名を含む選手団等が基

隆市等を訪問し、バドミントンの親善試合を実

施いたします。 

 また、台湾バドミントン協会から招待された

バドミントンの国際大会、台北オープンを今回

派遣される選手団が観戦するとともに、台湾バ

ドミントン協会からの依頼により、中村八代市

長が同大会の表彰式においてプレゼンターを務

めることとなっております。 

 なお、特定財源といたしまして、スポーツ振

興基金繰入金１７０万円を予定をしております。 

 次に、目３・社会体育施設費で、補正額１９

１万７０００円を増額し、補正後の額を２億３

５５７万５０００円としております。 

 説明欄の体育施設管理運営事業は、令和６年

２月２１日、４月３日の落雷により破損した総

合体育館の小アリーナ及び大アリーナの制御基

板の修理に係る経費を補正するものでございま

す。 

 特定財源といたしまして、市債の災害復旧事

業債１９０万円を予定しておるところでござい

ます。 

 説明については以上でございます。御審議の

ほど、よろしくお願いをいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。

質疑ございませんか。 

○委員（村川清則君） 体育施設管理運営事業

で、これ、２月２１日と４月３日の２回、同じ

とこをやられてるわけですか。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） 落雷に

よりまして、２月と４月に２回ですね。小と大

で、小アリーナ、大アリーナ。 

○委員（村川清則君） これ、市の施設という

のは、保険とかはどうなってるんですか。保険

の加入とかは。 

○理事兼スポーツ振興課長（本村秀記君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）スポーツ振興課の本村でござい

ます。 

 保険につきましては、着工後にですね、申請

したいというふうに思っておるところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） 村川委員、いいです

か。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。意見は

ありませんか。討論もございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で歳

出の第６款・商工費及び第９款・教育費につい

て終了いたします。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時０９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１０分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第５款・農林水産業費について、

農林水産部から説明を願います。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）農林水産部、豊田でございます。 

 それでは、議案第４７号・令和６年度八代市

一般会計補正予算・第３号中、当委員会に付託
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されました農林水産部関係分につきまして、續

農林水産部次長が説明いたしますので、御審議

のほどよろしくお願いします。 

○農林水産部次長（續 良彦君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部の續でございます。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、議案第４７号・令和６年度八代市

一般会計補正予算・第３号中、当委員会に付託

されました農林水産部関係分につきまして御説

明をいたします。 

 失礼して、着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部次長（續 良彦君） それでは、

予算書の３ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出の款５・農

林水産業費、項１・農業費で、補正額１１億６

６２９万６０００円を計上し、補正後の額を３

４億５５６万２０００円とするものでございま

す。 

 １４ページをお願いいたします。 

 上段の表、款５・農林水産業費、項１・農業

費、目３・農業振興費で、補正額１１億４０５

７万２０００円を計上し、補正後の額を１３億

６１２１万１０００円といたしております。 

 内容につきましては、右側説明欄に記載して

おります事業ごとに説明をいたします。 

 初めに、強い農業づくり支援事業で１１億３

５６１万６０００円を計上いたしております。

これは国の、強い農業づくり総合支援交付金を

活用する事業で、地域農業において中心的な役

割を果たしている農業者団体や農業法人などに

よる共同利用施設の整備に要する経費の一部を

補助するものでございます。今回、八代地域農

業協同組合が古閑浜町に整備いたします小玉ト

マト及びミニトマトの集出荷貯蔵施設につきま

して、事業費２５億７６７６万１０００円のう

ち、補助対象額２２億７１２３万２０００円の

補助率２分の１、１１億３５６１万６０００円

を補助するものでございます。 

 特定財源は、全額、県補助金といたしており

ます。 

 次に、山村活性化支援対策事業で、４９５万

６０００円を計上いたしております。これは国

の農山漁村振興交付金を活用して、所得の向上

及び雇用の拡大に向けた取組を行います地域住

民を主体とした組織に対しまして、この交付金

が交付されるまでの間、交付金の２分の１をつ

なぎ資金として無利子で貸し付けるものでござ

います。今回、泉町下岳地域づくり協議会など

で構成されました、ふれあい泉山村活性化協議

会が新たに交付金事業に採択されましたことか

ら、国からの交付金９９１万２０００円の２分

の１、４９５万６０００円を貸し付けるもので

ございます。 

 特定財源は、全額、諸収入といたしておりま

す。 

 次に、目４・園芸振興費で、補正額２５７２

万４０００円を計上し、補正後の額を３５４９

万３０００円といたしております。まず、攻め

の園芸生産対策事業で２３０１万１０００円を

計上いたしております。これは県の、攻めの園

芸生産対策事業費補助金を活用する事業で、品

質向上、生産力向上、コスト低減などの生産支

援対策に係る機械の導入に要します経費の一部

を補助するものでございます。今回、八代地域

農業協同組合園芸部会が導入いたしますトマト

及びミニトマト向けの、谷自動換気施設や養液

かん水施設、内張自動開閉装置及びトマト向け

の炭酸ガス発生装置につきまして、補助対象経

費の合計６９０３万７０００円の補助率３分の

１、２３０１万１０００円を補助するものでご

ざいます。 

 特定財源は、全額、県補助金といたしており

ます。 
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 最後に、施設園芸産地緊急発展事業では２７

１万３０００円を計上いたしております。これ

は農家の減少や資材費の高騰により、遊休化し

たハウスの増加やハウスの整備が困難となるこ

とで、施設園芸の産地としての維持ができなく

なることが懸念されますことから、中古ハウス

を有効利用してコスト低減を図るもので、中古

ハウスの移設費や補修、補強、仕様変更に要す

る費用の一部を補助するものでございます。今

回、個人２件、法人１件の計３件が採択され、

補助対象経費の合計８１４万４０００円の補助

率３分の１、２７１万３０００円を補助するも

のでございます。 

 特定財源は、全額、県補助金といたしており

ます。 

 以上が令和６年度一般会計補正予算・第３号

中、農林水産部関係分の説明でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 予算書の１４ページな

んですけれども、農業振興費の強い農業づくり

支援事業についてお聞きしたいと思います。 

 事業内容が集出荷貯蔵施設の整備に関するも

のということですけども、もし整備の内容を把

握されていましたら、その概要のほうを教えて

いただきたいと思います。 

○農業振興課長（稲田忠征君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）農業振興課の稲田です。よろしくお願いい

たします。 

 委員御質問の整備の内容についてお答えいた

します。 

 整備の内容につきましては、建屋が４４７３

平方メートル、あと予冷庫です。あと、小玉の

選果機が１台、ミニトマトの選果機が１台の整

備を予定されております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（古嶋津義君） よろしゅうございま

すか。 

○委員（谷口 徹君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 今度はですね、同じペ

ージの園芸振興費ですけれども、施設園芸産地

緊急発展事業で、説明によると遊休化ハウスの

増加ということだったんですが、その数とか傾

向等が分かっていれば教えていただきたいと思

います。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 委員御質問の

遊休化ハウスの数や傾向等についてお答えいた

します。 

 実際、遊休化したハウスの数についてはです

ね、申し訳ございませんが、市のほうで調査等

を行っておりませんので正確な数というのは把

握しておりません。しかしですね、生産者団体

等に話を伺ったところによりますと、離農等に

よりハウスが空く場合はあると。すぐに他の農

家が利用する場合がほとんどで、そのまま遊休

ハウスとなる例はほとんど見受けられないとい

うふうに伺っております。 

 以上、お答えといたします。（委員谷口徹君

「ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４７号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第３号中、当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 
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○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第５０号・専決処分の報告及びその承認

について（令和５年度八代市一般会計補正予算

・第１３号（関係分）） 

○委員長（古嶋津義君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 議案第５０号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１３号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認についてを議題とし、

説明を求めます。 

○農林水産部長（豊田浩史君） それでは、議

案第５０号・専決処分の報告及び承認について

（令和５年度八代市一般会計補正予算・第１３

号）のうち、当委員会に付託されました農林水

産関係分につきまして、續農林水産部次長が説

明しますので、御審議のほどよろしくお願いし

ます。 

○農林水産部次長（續 良彦君） それでは、

引き続きよろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５０号・専決処分の報告及

びその承認について（令和５年度八代市一般会

計補正予算・第１３号）のうち、当委員会に付

託されました農林水産部関係分につきまして御

説明をいたします。 

 失礼して、着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部次長（續 良彦君） それでは、

議案書の２ページをお願いいたします。 

 今回、専決第４号として、本年３月２８日付

で専決処分を行ったものを報告するものでござ

います。これは国の令和５年度補正予算による

事業採択で、補正内示が３月２１日と３月定例

会への提案が間に合いませんでしたことから、

やむを得ず専決処分を行ったものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 中段の表、第１表、歳入歳出予算補正の歳出

を御覧ください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費で、補正

額４億１１８０万６０００円を計上し、補正後

の額を３４億８３２１万７０００円とするもの

でございます。 

 次に、１０ページをお願いいたします。 

 下段の３、歳出、款５・農林水産業費、項１

・農業費、目３・農業振興費で、補正額４億１

１８０万６０００円を計上し、補正後の額を９

億８３００万円といたしております。 

 補正の内容でございますが、右側説明欄に記

載しております産地生産基盤パワーアップ事業

で４億１１８０万６０００円を計上いたしてお

ります。これは国の産地生産基盤パワーアップ

事業補助金を活用して高収益化や生産基盤強化

の取組を行う生産者に対しまして、機械や施設

などの整備に要する経費の一部を補助するもの

でございます。今回、農事組合法人八協連が郡

築１２番町に整備いたしますミニトマトの集出

荷貯蔵施設につきまして、事業費９億５９７万

３０００円のうち、補助対象額８億２３６１万

２０００円の補助率２分の１、４億１１８０万

６０００円を補助いたします。 

 特定財源は、全額、県補助金といたしており

ます。 

 なお、これにつきましては、全額、繰越明許

費の設定をさせていただいております。 

 以上が令和５年度一般会計補正予算・第１３

号のうち、農林水産部関係分の説明でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（谷口 徹君） この部分の、この事業

についての整備の内容も、もしお分かりであれ

ば教えてください。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 委員御質問の

整備内容についてお答えいたします。 
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 建屋につきましては、２４４６.５平方メー

トル、あと予冷庫、あとミニトマト選果機１台、

こちらのほうの整備を予定されております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５０号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１３号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時２５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２６分 本会） 

◎議案第６５号・八代市企業職員の給与の種類

及び基準に関する条例の一部改正について 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第６５号・八代市企業職員の給与の種類

及び基準に関する条例の一部改正についてを議

題とし、説明を求めます。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 皆様、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり） 

 議案第６５号・八代市企業職員の給与の種類

及び基準に関する条例の一部改正について、着

座にて説明させていただきます。 

 議案書は７７、７８ページでございます。ま

た、議案書と別に配付しております資料、右肩

に議案第６５号関係資料と記載されているもの

を用いて説明させていただきます。 

 まず、１、改正の趣旨でございますが、地方

自治法の改正により、令和６年４月１日から会

計年度任用職員に対する勤勉手当の支給が可能

となることから、令和６年度から勤勉手当を支

給するため、所要の改正を行うものでございま

す。 

 次に、２、改正の概要を説明させていただき

ます。 

 地方公営企業に所属する会計年度任用職員に

対し、６月１日及び１２月１日を基準日として、

任期の定めが６月以上の者に対して勤勉手当を

支給できるよう改正を行うものです。 

 なお、支給月数については、常勤職員と同じ

く６月期、１２月期ともに１.０２５月での支

給とし、年間２.０５月の支給となります。 

 最後に、３、施行期日につきましては、公布

の日からの施行としております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６５号・八代市企業職員の給与の種類

及び基準に関する条例の一部改正については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 
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○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第６６号・八代市簡易水道事業給水条例

の一部改正について 

○委員長（古嶋津義君） 次に、議案第６６号

・八代市簡易水道事業給水条例の一部改正につ

いてを議題とし、説明を求めます。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

 議案書は７９、８０ページでございます。ま

た、議案書と別に配付しております資料、右肩

に議案第６６号関係資料①、関係資料②と記載

されているものを用いて説明させていただきま

す。 

 まず、１、改正の趣旨でございますが、坂本

町葉木地区の一部を給水区域としております、

隣接する藤本排水区と大門排水区において、一

元管理による水道施設の合理的運用と水道の安

定供給及び維持管理に係るコスト縮減を目的と

し、両地区を連結して一つの排水区に統廃合を

行いましたことから、条例を改正するものです。 

 図面につきましては、関係資料②を御参照く

ださい。 

 次に、改正の概要を説明させていただきます。

配水地の統廃合に伴い、八代市簡易水道事業給

水条例の別表１で定めております排水区の名称

及び給水区域の整理を行うもので、藤本排水区

を廃止し、大門排水区の区域を拡張いたします。 

 最後に、３、施行期日につきましては、公布

の日からの施行としております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） コスト削減というこ

とが目的ということでございましたので、どの

くらいぐらいのコスト削減を見込んでおられる

のか。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 具体的な数

字というのはちょっとまだ、今、接続したばか

りなんですが、もともと配水場が２つありまし

て、そこで使います動力費とかですね、かなり

コストが両方かかってまいっておりましたので、

その一つの動力費というのが一番主なコストカ

ットということになります。（委員中山諭扶哉

君「ありがとうございます。以上です」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６６号・八代市簡易水道事業給水条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第６７号・八代市水道事業給水条例等の

一部改正について 

○委員長（古嶋津義君） 次に、議案第６７号

・八代市水道事業給水条例等の一部改正につい

てを議題とし、説明を求めます。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 引き続きよ

ろしくお願いします。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 議案書は８

１ページから８６ページでございます。また、

議案書と別に配付しております、資料右肩に議
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案第６７号関係資料と記載されているものを用

いて説明させていただきます。 

 １、改正の趣旨を説明させていただきます。

まず、八代市水道事業給水条例及び八代市簡易

水道事業給水条例の改正内容についてですが、

１点目としまして、生活衛生等関係行政の機能

強化のため、水道法の一部が改正され、水道整

備・管理行政の所管が厚生労働省から国土交通

省に、水質基準の策定等に関しては環境省に移

管されたことに伴いまして、条例に引用する所

管省の整理を行うものでございます。２点目と

しまして、水道法施行令及び水道法施行規則の

一部改正により、布設工事監督者及び水道技術

管理者の資格要件が改正されたことに伴い、本

市の条例において定めております資格要件につ

いて、同様の改正を行うものでございます。 

 次に、八代市水道事業給水条例及び八代市簡

易水道事業給水条例の一部を改正する条例の改

正内容についてですが、先ほど説明いたしまし

た布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要

件の改正に伴い、一部改正条例における経過措

置規定に引用する条項の整理を行うものです。 

 ２、改正の概要を説明させていただきます。

まず、（１）水道法の一部改正に伴う所管省の

整理についてですが、水道法の規定を引用し、

厚生労働大臣等の字句を用いている部分につい

て、厚生労働大臣を国土交通大臣及び環境大臣

に改めますとともに、厚生労働省令を国土交通

省令に改めます。 

 次に、（２）水道法施行令及び水道法施行規

則の一部改正に伴う布設工事監督者及び水道技

術管理者の資格要件の主な改正内容についてで

すが、必要な実務経験年数に工業用水道や下水

道、道路、河川など他分野の実務経験を算入可

能とするほか、学歴・学科要件における機械工

学科や電気工学科など土木工学科以外の課程の

追加や国家資格、１級土木施工管理技士の追加

等を行います。 

 最後に、（３）八代市水道事業給水条例及び

八代市簡易水道事業給水条例の一部を改正する

条例、附則第２項の改正についてですが、水道

技術管理者の資格として、技術士法の規定によ

る第２次試験のうち、上下水道部門に合格した

者が追加されることに伴い、平成３１年４月１

日施行時における経過措置である、同日前に合

格した者であって、選択科目として水道環境を

選択した者は、選択科目として上水道及び工業

用水を選択した者とみなす措置を適用すること

とするものです。 

 ３、施行期日につきましては、２の（１）水

道法等の権限移管によるものは公布の日から、

２の（２）と（３）資格要件の新設によるもの

は令和７年４月１日からの施行としております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（上村哲三君） ちょっと気になっとる

ことがあるものだから。今度、厚生労働省が入

ってきてるよね、水の問題に。現在、ジビエな

んかで利用してる水道について、県のほうから、

今後は厚生労働省から示された水を使わないと

ジビエのことに使えないという、新聞にね、ま

ず載ってたのよ。まだ来てないけど。ほかの解

体処理施設についてもね、全部今許可されてる

ものもそうなってしまうんでしょうか。そうい

うのはまだ全然把握できない。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 今お尋ねの

ありました件につきましては、まだ環境省あた

りとかからの通達とかはまだうちのほうには届

いてない状況でございまして、届き次第ですね、

関係機関、関係されるところにはですね、お知

らせをしたいとは考えておりますが。 

○委員（上村哲三君） 今、坂本辺りはね、い

ろいろ、かさ上げだ、解体だという形でいろい

ろあるわけですよ。それに許可が、県の許可を
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得てるところもいっぱいあってね、今後また整

備をし直しをしないといけないのかという心配

も出てるんですよ。だけん、実際は法が定めた、

それを基準に今までの施設はそのままでいいで

すよと。ところが、公衆衛生上の問題だから、

それは簡単にはね、いかないと思うんですよ。 

 これ、希望もあるんだけど、ぜひ詳しいとこ

ろを把握してもらって、適切な処理をお願いし

たいというふうに思います。意見で。すいませ

ん。 

○委員長（古嶋津義君） 要望として。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６７号・八代市水道事業給水条例等の

一部改正については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は御退出ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（古嶋津義君） 以上で、付託されま

した案件の審査は全部終了しました。 

 お諮りいたします。委員会報告書及び委員長

報告の作成については、委員長に御一任願いた

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１０時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４２分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（令和５年度デジタル田園都市国家構想推進交

付金（地方創生推進タイプ）事業に係る効果検

証） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 執行部より、産業・経済の振興に関する諸問

題の調査に関連して、１件発言の申出があって

おりますので、これを許します。 

 それでは、令和５年度デジタル田園都市国家

構想推進交付金（地方創生推進タイプ）事業に

係る効果検証をお願いをいたします。 

○商工政策課長（西村新吾君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）商工政策課の西村でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 失礼ながら、着座にて説明をさせていただき

ます。 

 それでは、本年５月に開催されました第２０

回やつしろ・まち・ひと・しごと対策推進会議

において、令和５年度デジタル田園都市国家構

想交付金（地方創生推進タイプ）事業に係りま

す効果検証を行いました６事業のうち、当委員

会関係分であります５事業の効果検証につきま

して、各担当課から説明をさせていただきます。 

 なお、最後の推進事業５の説明終了後に御質

問と御意見をいただければと思います。 

 それでは初めに、推進事業１、ＤＸによる八

代圏域ツナガル推進事業につきまして説明をい

たします。 

 まず、事業の背景についてでございますが、

本事業は、八代圏域における若年者の圏域内定

着率向上を目的に、関係人口の創出や誘致企業
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と地域のつながりを創出すること及び地域企業

や住民のＩＴリテラシー向上を目的に、地域の

ＤＸ化に向けた新規事業等の創出に取り組んで

まいりました。 

 続きまして、事業の概要でございますが、本

事業は、平成２８年に設立されました一般社団

法人八代圏域雇用促進センター、通称フレシー

への委託業務を中心としまして、フレシー独自

の事業であるインターンシップや移住定住事業

と連動させながら進めてまいりました。具体的

には、圏域内企業の魅力発信業務、ＵＩＪター

ン者等の支援業務、地域企業等のＤＸ推進業務、

サテライトオフィスなどの誘致支援業務でござ

います。 

 次に、本事業における重要業績評価指標にな

ります。３つのＫＰＩの結果を報告させていた

だきます。 

 １つ目のＵＩＪターンでの就業者人数の割合

は４５.０１％で、前年度より減少いたしまし

た。転入者数は増加したものの、給与収入者の

割合が減少していたことが要因となっておりま

す。 

 ２つ目の２０歳から３９歳人口の八代圏域へ

の定着率は８７.７％で、目標達成まではいき

ませんでしたが、前年度数値より増加をしてお

ります。 

 ３つ目のオフィス系職種の有効求人倍率につ

きましては、目標達成まではいきませんでした

が、前年度数値は維持してきております。 

 次に、４、事業の地方創生への効果でござい

ますが、これらのＫＰＩにより、本事業の効果

につきましては、地方創生に効果があったと評

価いたしました。評価の理由としましては、３

つのＫＰＩとも実績値が目標値を下回ってはお

りますが、ＵＩＪターン者の就業並びにオフィ

ス系職種の求人倍率の２つのＫＰＩにつきまし

ては、事業開始時と比較し増加しているため、

総合して前進したとの判断によるものでござい

ます。 

 次に、５、令和５年度の経費内容と事業実績

についてです。 

 まず、圏域内企業の魅力発信業務についてで

ございます。当初経費３２５万円に対し、実績

額３２５万円。業務実績は、就職ガイダンスを

３回開催いたしました。また、地元企業の魅力

を紹介しますオシゴト図鑑を発行いたしました。 

 次に、ＵＩＪターン者等の支援業務について

でございます。当初経費３９６万円に対し、実

績額３９６万円でございました。事業実績は、

オンラインによる移住相談会の実施やウェブサ

イトやＳＮＳなどによる情報発信、また、移住

定住相談窓口の対応などでございます。 

 次に、地域企業のＤＸ推進事業についてでご

ざいます。当初経費３１０万円に対し、実績額

３１０万円でございました。業務実績は、中小

企業を対象としたＤＸセミナーの開催、企業や

市民向けにスキルアップ支援を行いました。 

 続きまして、サテライトオフィス等の誘致支

援業務でございます。当初経費１４１万円に対

し、実績額が１４１万円でございました。業務

実績は、ウェブサイトでの事例紹介や東京で開

催されました移住定住イベントでの周知などを

行いました。 

 最後に、八代圏域雇用促進センターの運営経

費といたしまして、４３０万円になります。 

 続きまして、６の成果・課題・今後の方針に

ついてでございます。就職ガイダンスは延べ４

１社の地元企業様と連携し、市内高校生向けに

開催をいたしました。オシゴト図鑑は１４９の

事業者情報を掲載いたしまして、デジタルブッ

ク仕様に変更いたしまして、市内高校だけでは

なく、広く情報発信を行いました。移住定住相

談会は３回の開催で、延べ９０名に八代の魅力

をアピールさせていただきました。地域のＤＸ

化に向けては、セミナーやスキルアップ個別支

援に取り組みまして、ＩＴリテラシー向上に努
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めました。 

 課題といたしましては、ＤＸセミナーへの参

加者の数は毎年増えているため、推進意欲が高

まっている企業様は増加してきていると感じて

はおりますが、まだまだ参加していただけない

企業様も多く、セミナーの参加者様、その後の

推進状況の実態もまだ追えていないような状況

でございます。また、セミナーやイベント開催

に当たりましては、講師の選定、周知不足など、

集客に苦慮したところもございまして、より専

門的な知識のある団体との連携が必要だと感じ

ております。 

 今後は、高校生に向けた就職支援や地元企業

の周知、移住定住促進など、若年者の定着に向

けた取組を積極的に進めるほか、ＤＸ推進など

に関する情報周知にも取り組んでまいりたいと

考えております。 

 最後に、本事業の３年間の総括に入ります。 

 最終的なＫＰＩから総括いたしますと、ＵＩ

Ｊターン者での就業者人数の割合は、事業開始

時よりも増加しております。ウェブサイトでの

周知や様々な移住定住イベントを開催するなど、

希望者のニーズに寄り添った事業展開に努めた

結果だと考えております。 

 次に、２０歳から３９歳人口の八代圏域への

定着率は事業開始時よりも減少いたしました。

就職ガイダンスやオシゴト図鑑の発行などを通

しまして地元企業への魅力発信につなげられた

一方で、コロナ禍収束に伴う人口移動制限の解

除により社会減が定着率減少に影響したものと

考えております。 

 最後に、オフィス系職種の有効求人倍率は、

事業開始時よりも増加しました。ＤＸセミナー

やスキルアップ講座など、地元企業と連携した

取組を行ったことで、各業界の事務的業務の求

人数の増加に影響を与えたものだと考えており

ます。 

 なお、本事業は令和５年度で計画満了となり

ましたので、令和６年度以降は商工政策課及び

地域政策課など、関係各課と横断的に連携をし

ながら、若者の域内定着率向上に向けた取組を

検討してまいります。 

 説明は以上でございます。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 皆様、

おはようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）フードバレー推進課の松永でご

ざいます。 

 それでは、デジタル田園都市国家構想交付金

（地方創生推進タイプ）事業におけます推進事

業２、ウェルネスフードを核とした商流拠点づ

くりプロジェクトにつきまして御説明いたしま

す。 

 失礼ながら、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 初め

に、１、事業の背景・目的につきまして御説明

いたします。地域農林水産物等を活用した新た

な取組といたしまして、世界的なウェルネス

（健康）市場の高まりの中、注目されています

ウェルネスフード（おいしく健康増進できる食

品）を核とした販路拡大のための拠点づくりに

取り組むことにより、国内はもとより、今後拡

大していく海外へのビジネス展開を図るととも

に、地域食関連産業並びに地域の活性化を図る

ことを目的としています。 

 次に、２、事業の概要、令和３年度から令和

５年度でございますが、この事業は、大きく４

本の事業、①商流拠点整備事業、②輸出促進事

業、③販路開拓サポート事業、④社会情勢の変

化への対応で進めてまいりました。 

 次に、３、本事業における重要業績評価指標

でありますが、事業推進に当たり、４つの評価

指標（ＫＰＩ）を設定し、進捗状況を確認いた

しました。 

 １つ目は、新商品売上高で、令和５年度は目
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標３００万円に対しまして、実績３１２万８０

３４円で達成いたしました。 

 ２つ目は、新商品開発数で、目標４件に対し

まして、実績８件で達成いたしました。 

 ３つ目は、販売拡大拠点（商流拠点）の設置

数で、目標２か所に対しまして、実績２か所で

達成いたしました。 

 ４つ目は、国際的な電子商取引（越境ＥＣサ

イト）登録数で目標９件に対しまして、実績２

２件で達成いたしました。 

 次に、４、事業の地方創生への効果でござい

ますが、４つの評価指標より、本事業の効果に

つきましては、４段階の１番目となる地方創生

に非常に効果的であったといたしました。評価

の理由といたしましては、コロナ禍では実施で

きなかった事業を令和５年度は実施することが

でき、新商品開発数、売上高ともに目標値を上

回っており、国内外の販路拡大への機運の醸成

を図ることができたためでございます。 

 次に、５、令和５年度の経費内容・事業実績

について御説明いたします。 

 まず、①商流拠点整備業務についてでござい

ます。令和５年度は販売拡大拠点を２か所設置

し、商談会等出展５回、輸出実務を２回実施い

たしました。また、販売拡大拠点及び市内事業

者に国内・海外・新商品開発アドバイザーを派

遣しました。 

 次に、②輸出促進業務についてでございます。

令和５年度は現地での海外バイヤー商談会を開

催し、台湾バイヤー６社と１６商談を行いまし

た。また、台湾基隆市で物産フェアを実施し、

８事業者に出展いただき、約６０品目を販売い

たしました。香港晩白柚フェアでは、イオンス

トアーズ香港１２店舗において２１３２個の晩

白柚を販売いたしました。 

 続きまして、③販路開拓サポート業務につい

てでございます。令和５年度は海外バイヤー招

聘や海外バイヤーへサンプル提供、国内商談会

出展補助、リーファーコンテナ利用支援、事業

者向けセミナーを実施いたしました。 

 ④社会情勢の変化への対応につきましては、

コロナ禍においてオンライン等新たな商談方法

が普及してきており、ただいま申し上げました

①から③の実施を補助するものであり、経費は

計上しておりません。 

 次に、６、成果・課題・今後の方針につきま

して御説明いたします。令和５年度はアドバイ

ザーと連携しながら、コロナ禍で実施できなか

った各種事業を展開してまいりましたが、相手

先のニーズに合う商品開発及び提供や、さらな

る売上げ増加に向けた市場開拓という課題があ

りましたので、今後はアドバイザーと連携して、

国内外の情報収集を行い、ニーズに対応した商

品開発及び商品改良を行うとともに、事業者及

び商流拠点と連携して、商品リストを集約し、

国内外のバイヤーとのマッチングを行ってまい

ります。また、国内外の販路拡大のため、新市

場ニーズ調査や現地でのテストマーケティング、

商談会等を通して新たな販路開拓を実施してま

いります。 

 最後に、７、事業総括を御説明いたします。 

 まず、①商流拠点整備業務につきましては、

販売拡大のための拠点として、３か年で市内の

物産館等、計３か所を中心に、市内商談会等へ

出展、海外物産等での輸出実務など、各種事業

を実施いたしました。また、本市の農林水産物

等の強みを生かす販路開拓のため、ウェルネス

フードの開発に取り組み、新たに１２商品開発

し、３か年の累計売上高は７１３万２２８４円

と、ＫＰＩ累計目標を達成できました。 

 次に、②輸出促進業務につきましては、マー

ケティング戦略を確立するため、台湾基隆市の

商業施設での物産展やシンガポールでのテスト

マーケティング販売、さらに、海外バイヤーと

のオンライン及び現地での個別商談会を実施い

たしました。また、海外での認知度及びブラン
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ド力向上のため、晩白柚を香港に輸出し、現地

企業と連携したプロモーションを展開してまい

りました。 

 次に、③販路開拓サポート業務につきまして

は、海外商社とオンラインを含む商談等をサポ

ートするとともに、市内事業者の人材育成のた

め、一般社団法人熊本県貿易協会と連携したセ

ミナーを開催いたしました。また、市内事業者

への商談会等への出展補助や八代港を活用した

農林水産物等の輸出促進を図るため、国際コン

テナ定期航路を利用する企業等にリーファーコ

ンテナで輸出する際に必要な費用の支援を実施

いたしました。 

 最後に、全体につきましては、ウェルネスフ

ードを核とした商流拠点確立のため、コロナ禍

の最初の２か年はオンライン商談等や海外テス

トマーケティングを行うなど、新しいビジネス

スタイルを取り入れながら事業を実施してまい

りました。最終年度では、現地に赴いてフェア

や商談会を行うなど、八代産品の販路開拓事業

を実施いたしました。 

 これを踏まえまして、令和６年度からは、こ

れまでの成果、課題を踏まえまして、本交付金

事業を横展開し、アジア圏への八代産品輸出促

進事業を実施し、さらなる八代産品の輸出促進

に向け取り組んでまいります。 

 以上で説明を終わります。 

○農林水産政策課長（田中和彦君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）農林水産政策課の田中です。よろしく

お願いいたします。 

 失礼ながら、着座にて説明させていただいて

もよろしいでしょうか。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産政策課長（田中和彦君） それでは、

スマート農業技術の導入を軸とした担い手不足

の解消と農業所得の向上事業について説明いた

します。 

 まず、１番、事業の背景・目的でございます

が、農業従事者の担い手確保や育成、農業所得

の向上など本市の農業が抱える課題に対して、

デジタル技術などを活用した、いわゆるスマー

ト農業を導入することでその解決を図り、稼げ

る生産・販売体制を構築することを目的とした

取組となっております。 

 次に、２番、事業の概要でございますが、１

つ目に、農業が抱える課題に対して、スマート

農業技術による解決を図るための調査研究及び

実証事業を行うこと。２つ目に、スマート農業

技術を積極的に活用し、稼げる農業を実現でき

る担い手確保・育成するための取組を行うこと。

この２つを柱とし、令和４年度から６年度まで

の３か年を事業期間として実施しているところ

でございます。 

 次に、３番、本事業における重要業績評価指

標でございますが、３つの指標を設定しており

ます。 

 まず、１つ目は、本事業による新規就農者数

でございます。これは、親元就農などではなく、

純粋にこの取組により就農された方を指標とい

たしました。令和５年度の目標は１名としてお

りましたが、実績はゼロでございました。要因

といたしましては、就農を考えている方はおら

れましたが、経験を積んだ上で就農を考えたい

という方や、すぐに就農できる状況にはないな

ど様々な理由があり、年度内の就農には至らな

かったところでございます。 

 次に、２つ目の本市における新規就農者数で

ございます。こちらは目標の３０人に対しまし

て、実績１９人となっております。要因といた

しましては、全国的な新規就農者数の減少傾向

に加え、本県内ではＴＳＭＣの進出等による求

人状況の好転などが考えられます。今年度の目

標達成に向けて、取組内容の精査や積極的な情

報発信等、取組を進めていきたいと考えており

ます。 
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 ３つ目は、本事業によりスマート農業を体験

・実施した農家及び就農に興味がある者の件数

としております。こちらにつきましては、昨年

度の説明では令和４年度の実績を４４件として

おりましたが、６９件に修正しております。修

正しました理由ですが、当初は対象となる補助

事業の申請件数を単純にカウントしておりまし

たが、一つの申請の中に複数の受益者がいらっ

しゃることから、実際の受益者数で再度カウン

トを行いましたので、修正させていただいてお

ります。令和５年度の実績でございますが、目

標の３０件に対しまして、実績６６件となり、

目標を達成しております。内訳は後ほど御説明

いたしますリビングラボというチームに参画し

てスマート農業に取り組んでいただいている農

業者１７名、八代農業塾におけるスマート農業

講座の塾生２１名、補助を受けてスマート農業

に関する先進地調査を行った者２名、そのほか、

補助事業等の活用によるスマート農業導入に至

った農業者が２６名となっております。 

 次に、４番の事業の地方創生への効果につき

ましては、地方創生に相当程度効果があったと

しております。理由としましては、重要業績評

価指標に達成していない項目もございますが、

スマート農業に関する取組を主体的・意欲的に

行う農業者が現れたこと、また、その取組が今

後も継続的に実施されていく見込みがあること

など、そのように評価したところでございます。 

 次に、５番の令和５年度の経費内容と事業実

績及び令和６年度の取組概要でございますが、

ここでは令和５年度の事業実績について御説明

させていただきます。 

 まず、①の調査研究、実証事業では、推進母

体となるスマート農業やつしろ☆未来創生会議

の中に設置する若手や女性農業者で構成するリ

ビングラボを延べ２０回開催し、課題解決に向

けた４つの実証試験を行いました。 

 また、②の推進事業では、スマート農業技術

に関する先進事例の調査研究に要する経費の支

援を２件行うとともに、八代農業塾を実施する

八代市担い手育成総合支援協議会に補助を行い、

スマート農業特別講座を３回開催いたしました。 

 最後に、６番の成果・課題・今後の方針と７

番の２年目の総括を併せて御説明いたします。 

 ①の調査研究実証事業につきましては、リビ

ングラボのメンバーを中心に、ライスセンター

の業務の省力化を目的にＣｈａｔＧＰＴを活用

したシステムを構築するなど、具体的な取組が

進んでおり、今後も実証事業の継続と発展に加

え、これまで得られた成果を八代地域の農業者

などへ情報発信を行うことで横展開を図ってい

くこととしております。 

 次に、②の推進事業のうち、スマート農業技

術先進事例調査研究費補助につきましては、５

件分の予算を確保しておりましたが、令和５年

度の実績が２件でございましたので、今年度は

意欲の高い若手農業者などへの個別説明を行っ

ていくなど、効果的な方法を検討し、積極的に

周知を行っていきたいと考えております。また、

八代農業塾、スマート農業特別講座は、市から

リビングラボの運営を受託している業者が実施

したことから、リビングラボとの連携が進み、

相乗効果が発揮されました。今年度はリビング

ラボでの取組を横展開する内容をカリキュラム

に組み込むなど、さらに連携を進めることとし

ております。 

 参考といたしまして、関連資料をお手元のタ

ブレットのほうに配付させていただいておりま

すが、これまでの説明内容と重複いたしますの

で、詳細な説明は省略させていただきます。 

 今回の事業を通じて得られた成果を横展開す

るとともに、有効性が見られた取組に関しまし

ては、その自走化を目指してまいります。さら

に、農業全体の省力化や効率化を進め、稼げる

農業を実現することはもとより、農業を職業と

して積極的に選択していただけるよう取り組ん



 

－16－

でまいります。 

 以上、説明といたします。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）観光振興課の甲斐でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 失礼ですが、着座にて御説明をさせていただ

いてよろしいでしょうか。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○観光振興課長（甲斐春一君） それでは、推

進事業４のアフターコロナを見据えたアウトド

アツーリズム振興による関係人口の創出につい

て御説明をさせていただきます。 

 まず、１、事業の背景・目的についてですが、

近年、全国的なキャンプブームが到来する中、

日本遺産などの歴史文化や豊かな自然などの地

域資源を活用したアウトドアツーリズムを推進

し、アウトドアファン層から選ばれる地域にす

るとともに、初心者やファミリー層が安心して

気軽に来訪できる地域にすることで、関係人口

を創出し、多様な交流が進んだ圏域の創造を目

指すものでございます。 

 次に、２、事業の概要でございます。本事業

につきましては、令和４年度から取組を開始し

たもので、令和６年度までの３か年を事業期間

としており、資料に記載のとおり、①から③の

３つの事業に取り組むこととしております。 

 具体的には、①Ｗｉｔｈコロナ・アフターコ

ロナに対応したアウトドアツーリズムの推進に

おいては、拠点施設の整備やアウトドアツーリ

ズム推進人材の育成、ウェブサイトの構築など

などの取組、②二次交通の強化と地域資源の活

用においては、主要駅などから市内へのアクセ

スを補完するための取組として、レンタサイク

ル用自転車の購入やサイクルルートの開発など

に取り組むこととしております。また、③ブラ

ンディングの強化及び関係人口の創出のための

プロモーション事業におきましては、本市のキ

ャンプ場やアウトドア体験などの魅力あるコン

テンツをアウトドアファンに向けて効果的に発

信を行うためのイベントの実施などに取り組む

ものでございます。 

 次に、３番、本事業における重要業績評価の

指標と４の事業の地方創生への効果について、

併せて御説明をさせていただきます。 

 本事業では３つの重要業績評価指標を設定し

ております。 

 まず、１つ目の指標であるサイクルツーリズ

ムによる施設訪問者数でございます。ここで言

うサイクルツーリズムによる施設とは、令和５

年度にアウトドア拠点施設としてＪＲ新八代駅

東口に整備をいたしましたアウトドアステーシ

ョンやつしろを指しております。この施設の訪

問者数は、目標値を２０５０人としておりまし

たが、実績値が５９人と、目標を大きく下回る

結果でございました。この要因といたしまして

は、整備する拠点施設の設置までの間、各種関

係機関との調整や施設整備に予想以上に時間を

要したため、施設の開設時期が年度末の３月ま

で遅れ、令和５年度における施設の開設期間が

短かったということが要因でございます。 

 次に、２つ目の指標、キャンプ事業を通じた

観光客・関係人口の拡大でございます。この指

標については、昨年度に道の駅東陽の駐車場に

電気が使える車中泊スペースとして整備いたし

ましたＲＶパークｓｍａｒｔの利用申込み人数

とキャンプイベントの参加者数、及び遥拝八の

字広場をイベント利用のために占用して利用し

た利用者数を計測するものでございます。目標

値１０００件に対しまして、令和５年度の実績

値は１４４９件でございました。この指標を上

回った要因につきましては、遥拝八の字広場を

会社や団体などがバーベキューなどのデイキャ

ンプイベントで利用するために広場を占用して

利用された数が１３８７人と多数を占めたこと

が主な要因でございます。 
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 最後に３つ目の指標、アウトドアイベント参

加者数についてですが、こちらは本市、氷川町

及び芦北町の定住自立圏域の自治体等で構成す

るシトラス観光圏推進協議会で取り組むアウト

ドアイベントへの参加者数やサイクリングツア

ーなどへの参加者数をＫＰＩとして設定してお

ります。昨年度は、目標値２００人に対し、実

績値が２０５人と、この指標においても目標値

を上回る結果となりました。この要因といたし

ましては、キャンプなどをはじめとしたアウト

ドアへの興味、関心の高まりや、国や熊本県を

はじめ、本市並びに水俣・芦北地域の自治体な

どが広域で取り組んでいるサイクルツーリズム

環境の向上や普及拡大に向けた取組による効果

などが主な要因であると考えております。 

 設定しました３つのＫＰＩのうち、１つが目

標を達成できておりませんが、令和５年度にお

きましては、アウトドア拠点施設の整備をはじ

めとした受入れ環境の整備などのハード面やサ

イクルルートの開発などのソフト面の事業に取

り組んだことなどにより、アウトドアツーリズ

ムを推進していくための基盤が整ったことで、

令和６年度に取り組む体験プログラムツアーの

造成など今後の取組につながったことから、地

方創生に相当程度効果があったというふうに評

価をしております。 

 次に５、経費内容・令和５年度事業実績及び

令和６年度の取組概要でございますが、ここで

は、令和５年度の事業実績について御説明いた

します。 

 まず、①Ｗｉｔｈコロナ・アフターコロナに

対応したアウトドアツーリズムの推進において

は、アウトドア人材の育成やサイクリスト向け

アプリの導入をはじめ、市内のアウトドア関連

事業者によるアウトドアコンテンツの開発・磨

き上げのために八代市アウトドア事業者支援補

助金を創設し、２件の取組を支援いたしました。

また、アウトドアファン層の誘客につなげるた

め、アウトドア拠点施設、アウトドアステーシ

ョンやつしろを新八代駅東口に整備いたしまし

て、本年３月に供用を開始するなど、ソフト・

ハード両面での事業を展開いたしました。 

 ②の二次交通の強化と地域資源の活用におき

ましては、サイクリストの滞在時間を伸ばし、

観光消費額の増加を図るために、市内にサイク

ルルートを３コース作成いたしまして、道の駅

や宿泊施設など、１７か所をサイクリングサポ

ート拠点として位置づけ、自転車用工具やサイ

クルラックを設置をいたしました。また、ＪＲ

在来線、新幹線、路線バス等の多様なモビリテ

ィサービスの停車スポットであり、通勤・通学

者をはじめ、クルーズ船客など多くの人が行き

交う場所であるＪＲ新八代駅からの二次交通を

補いつつ、市内での周遊を促すために、サイク

ル用の電動アシスト自転車を１５台整備したと

ころでございます。 

 ③のブランディングの強化及び関係人口創出

のためのプロモーション事業におきましては、

シトラス観光圏推進協議会において、各市町に

設けましたチェックポイントを回るサイクリン

グイベントや各市町のキャンプ場を活用したイ

ベントの実施をいたしました。サイクリングイ

ベントには１９人、キャンプイベントには３０

人、計４９人の参加があったところでございま

す。 

 最後に、６の成果・課題・今後の方針、それ

と、７番の事業総括につきまして、併せて御説

明をさせていただきます。 

 令和５年度におきましては、重要業績評価指

標には達成できなかったものの、令和４年度に

策定いたしました八代市アウトドアツーリズム

観光戦略をもとに、ソフト面では、八代市アウ

トドア事業者支援補助金の創設やウェブサイト

の構築、ハード面ではアウトドア拠点施設、ア

ウトドアステーションやつしろの整備や遥拝八

の字広場へのデジタルサイネージの設置など、
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ソフト・ハード面の両面において、本市におけ

るアウトドアツーリズム推進の基盤となる事業

を展開いたしました。 

 しかし、事業を展開する中で、アウトドアス

テーションやつしろの認知度がまだまだ低く、

利用者が低調であることや、サイクリングやキ

ャンプ、ラフティング等のアウトドア資源は市

内に豊富にあるものの、それぞれの資源を組み

合わせた周遊性が高く、観光消費額の増大につ

ながるような旅行商品の造成やそのプロモーシ

ョンが必要であることが課題というふうに認識

をしております。 

 令和６年度はこれらの課題を踏まえ、Ｗｉｔ

ｈコロナ・アフターコロナに対応したアウトド

アツーリズムの推進及び二次交通の強化と地域

資源の活用としてアウトドアステーションやつ

しろの認知度向上及び利用促進のため、マイク

ロツーリズム層や海外観光客をターゲットに事

業を展開いたします。 

 具体的には、本年３月に供用開始いたしまし

たアウトドアステーションやつしろの運営やク

ルーズ船乗船客及びクルーへの自転車の貸出事

業、手ぶらキャンプ事業の構築等に取り組むと

ともに、本市のアウトドア資源を組み合わせた

アウトドア体験ツアーの造成に取り組んでまい

ります。 

 また、ブランディングの強化及び関係人口創

出のためのプロモーション事業としまして、令

和５年度にシトラス観光圏推進協議会で実施し

ました各市町に設けたチェックポイントを回る

サイクリングイベントや各市町のキャンプ場を

活用したキャンプイベントで得た経験やアンケ

ートなどの意見を踏まえまして、イベント参加

者数の増加に伴う交流人口の拡大に向け、引き

続きサイクリングイベントとキャンプイベント

を実施する予定でございます。 

 以上を御説明とさせていただきます。 

○水産林務課長（前田浩信君） 水産林務課、

前田でございます。よろしくお願いいたします。 

 当課からは、推進事業５の八代の儲かるアサ

リ漁業のＶ字回復に向けた産学官連携プロジェ

クトの実施状況について説明いたします。 

 着座にての説明でよろしいでしょうか。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○水産林務課長（前田浩信君） １、背景と目

的です。本市でかつてより多くの漁業者に漁獲

されていたアサリは、平成２０年には年間１２

００トンの漁獲があり、本市漁獲高の約８割を

占めていましたが、頻発する大雨や近年深刻化

する食害などで減少に転じ、平成２４年には２

トンまで落ち込みました。近年は１０トンから

３０トンで推移しております。アサリによる収

入の減少で本市の漁業経営は大変厳しい状況が

続いており、令和４年に起きた輸入アサリの産

地偽装問題では、消費者からの信用面にも悪影

響が生じました。本事業は、このような厳しい

状況を踏まえ、本市水産業の要であるアサリを

対象にデジタル技術を活用し、漁獲量の拡大と

漁業収益の向上を図る取組を行うものです。 

 ２、事業概要です。事業形態としては、漁業

者、漁業協同組合、八代市で構成する八代うま

かアサリ研究会が事業主体となり、業務委託に

より実施する３か年事業です。 

 ３、重要業績評価指標（ＫＰＩ）です。本事

業では、冒頭御説明いたしました漁獲量の拡大

と漁業収益向上のため、３つの指標を選定して

おります。 

 指標１はアサリ関連の売上額、指標２はアサ

リの平均単価、指標３はアサリの漁獲量です。

いずれも事業対象エリアにおける目標値です。 

 ＫＰＩの令和５年度の実績につきましては、

表の右から３列目を御覧ください。表には数字

２つが記載しておりますが、括弧内の数字が本

事業の取組による増加分を示しておりますので、

括弧内の数字を説明いたします。 

 指標１、アサリ関連の売上額は、目標１０万
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円に対し、実績８万円でした。内訳としては、

髙島屋新宿店でのテスト販売、潮干狩りイベン

ト、そして、クロダイ料理教室の漁業者収益の

合計額です。 

 指標２、アサリの平均単価は、目標ゼロ円に

対し、実績は１キロ当たり３１４円上昇いたし

ました。 

 指標３、アサリの漁獲量は、目標１００キロ

に対し、実績は５０キロでした。内訳としては、

髙島屋新宿店でのテスト販売用と潮干狩りイベ

ントで漁獲されたアサリの合計です。 

 ４、事業の地方創生への効果については、後

ほど説明いたします。 

 ５、令和５年度の計画及び実績と令和６年度

の事業概要です。１年目の令和５年度には、実

証事業業務委託として、予算額８１６万２００

０円に対し、実績額８０９万６０００円でした。

初年度である令和５年度には、アサリに対する

消費者ニーズ把握や先進地での生産や販売手法、

地元漁業者の意向を把握することにより、次年

度以降の効果的な取組に必要な情報収集を行う

調査期間と位置づけております。実施内容は、

市場調査として髙島屋新宿店でのテスト販売、

大都市圏居住者へのウェブアンケート調査、人

気産直店ヒアリング調査、地元アサリ生産者意

向調査、県外主要アサリ生産漁協への先進事例

研修、食害対策の全国事例収集、観光潮干狩り

のオンライン受付システム構築と、これらの調

査を踏まえた実証事業計画の策定です。 

 ６、令和５年度の成果から見えてきた八代の

アサリの課題については、６の表の中央を御覧

ください。八代産アサリの強みが不明であるこ

と、アサリ漁業における生産過程のコスト、主

な販売ルートの取引額が安価であること、地元

八代での産地認識が低いこと、八代で八代産ア

サリが購入できる店が限られていることなどが

ございました。 

 これらの解決のため、令和６年度以降は、漁

業収益の確保プロジェクトと漁獲量の拡大プロ

ジェクトを実施予定です。漁業収益の確保プロ

ジェクトでは、八代産アサリの特性の明確化、

アサリの成長促進のための垂下式育成の実証試

験と適地診断のための環境データ収集、ブラン

ド化に向けた販売戦略の検討、そして、地元漁

業協同組合でのアサリ販売等です。その他、今

年４月初旬に本庁舎前で実施した八代産アサリ

試食会では、多くの方々に大きくて身入りのよ

い高品質の八代産アサリを味わっていただき、

好評の声を頂きましたが、このような高品質の

アサリをトップブランドとし、各地先のアサリ

について、ストーリー性のある八代産アサリブ

ランドの確立を目指し、各取組の記録やＳＮＳ

による情報発信、ネーミング開発等にも取り組

む予定です。 

 ２つ目の漁獲量の拡大プロジェクト実証試験

では、労務負担のための省力化実証試験により、

作業の効率化による漁獲量の増加を図ってまい

ります。 

 以上、本事業の総括として、３つのＫＰＩの

うち、２つは目標値を下回りましたが、令和５

年度に実施した市場調査や漁業者ヒアリングに

より、消費者ニーズや先進地での取組及び地元

漁業者の意向を把握することができ、今年度か

ら実施予定の実証試験の方向性を固める重要な

判断材料を得ることができました。よって、項

目４の事業の地方創生への効果は、４段階中の

３つ目である地方創生への効果はあったとして

おります。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、ただいま

５件について説明がありました。一括して質疑

を行いたいと思います。何か本件について、質

疑、御意見等ありませんか。ございませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 一番最初のＤＸによ

る八代圏域ツナガル推進事業のところで、４番、

サテライトオフィス等誘致支援業務ということ
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で、誘致の数は結局どうだったのかを教えてく

ださい。 

○商工政策課長（西村新吾君） 委員御質問の

サテライトオフィス関係の誘致でございますけ

れども、現在のところ、オフィス系の誘致につ

いてはゼロでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） 中山委員、いいです

か。 

○委員（中山諭扶哉君） いいです。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに。 

○委員（木村博幸君） 今の最初のところです

が、表でいきますと５番の経費内容・事業実績

の中の②番、ＵＩＪターン者等の支援業務の中

ですけど、ここの中の事業実績の中で、ＳＮＳ

を使ったということで、フェイスブックとかイ

ンスタグラムとかＬＩＮＥとかやられておると

いうことですが、これをやるとですね、大体ど

のぐらいの人が見たかというグラフが出てくっ

と思うとですけど、その辺でいくと、閲覧者と

いいますか、県内なのか県外なのか、そこも出

ると思いますけど、どんな方が多かったのか、

ちょっと教えていただければと思います。 

○商工政策課長（西村新吾君） 御質問のＳＮ

Ｓ等の反響等でございますけれども、昨年度、

５年度に行いましたイベントにおきまして、ま

ず、イベント前とイベント後についてのＳＮＳ

の数、あとフォロー数について調査をしており

ます。ＳＮＳのフォローにつきましては、最初

の事業におきまして、イベント前の２０６に対

してプラス２０の２２６という数値が出ており

ます。あと、公式ＬＩＮＥのほうをしておりま

すので、その友達という部分がイベント前は４

人というところだったんですけれども、それが

４５人増えまして、４９人というところになっ

ております。これは各自治体、今回この事業に

つきましては圏域というところで、本市、芦北

町、氷川町のほうで行っておりますけども、そ

の辺のブロックで行って数値を上げておりまし

て、全体でいきますと、フォロワー数といいま

すと、全体の数で言いますと、今申し上げまし

たＳＮＳのフォローが２２６、友達ＬＩＮＥが

最終的に４９人に増えたというところでござい

ます。 

 あと、この数の場合で、どのエリアの方かと

いうのは、すいません、ちょっと把握しており

ませんので、数だけというところで申し上げま

す。 

○委員（木村博幸君） 今後はですね、やっぱ

りフォロアーも数も必要ですけど、どこの圏域

の人が、要は近くの人か遠くの人かという、た

しかできますよね、検索していくとですね。そ

れを活用されて、より分析していかれるのも手

かなと思っております。すいません、ちょっと

意見ですけど。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） ＤＸによる八代圏域ツ

ナガル推進事業についてですけども、３の本事

業における重要業績評価指標のＵＩＪターンで

の就業者人数の割合。説明を受けたときにです

ね、令和５年度が４５.０１％だったのは、給

与収入者の方がいなかったというような説明あ

って、ちょっとそこを聞き漏らしたので、もう

一度御説明していただけますか。 

○商工政策課長（西村新吾君） ＫＰＩの部分

の１つ目のＵＩＪターンでの就業者数の割合と

いうところでございますけれども、こちらにつ

きましては４５.０１％というところで、前年

度より減少したというところで報告させていた

だきました。転入者のほうは増加していたとい

うところでなんですけれども、給与収入者の割

合が減少したことが要因となっておるところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） 給与収入者が減少した
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かなということだったと思うんですけども、そ

れ、給与収入者以外の就業者というのはどうい

った方がいらっしゃるんでしょうか。 

○商工政策課長（西村新吾君） 一応この指標

で押さえております給与収入者というのは、あ

くまでも給与を頂いていらっしゃるということ

の考え方でございまして、ほかの方といいます

と、例えば帰ってこられたところの農業でされ

て、家族農業で収入がないとか言われる部分は

カウントがちょっとできていないような状況で

ございますので、あくまでも給与という部分で

捉えている部分だけをこちらのほうでカウント

しているというところでございます。なので、

農業で従事されてて、給与がちょっと反映して

いない方、あるいは、まだ、帰ってはいらっし

ゃるんですけれども、実際職業についてはいる

んですけど、給与が反映していないという部分

の方はちょっと、こちらのほうでちょっとカウ

ントできていないというような状況でございま

す。 

 以上でございます。（委員谷口徹君「ありが

とうございました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（村川清則君） 八代のアサリ漁業Ｖ字

回復実証事業について、こないだ漁業協同組合

の関係者の人とちょっと懇談する機会がありま

して、ちょっと、少しずつだけども、ちょっと

効果が上がっているみたいです、もう感謝して

おりますというようなことだったんだけども、

二、三日前の新聞で、何か赤潮が、その数値が

どうのとあったんだけど、何か情報ありますか。 

○水産林務課長（前田浩信君） 今委員お尋ね

の赤潮についてでございますが、一応県からの

情報によりますと、鏡町地先のほうで赤潮が発

生したということで、一応私どもも昨日ですね、

一応鏡町漁業協同組合のほうに問合せをさせて

いただいたわけなんですけれども、その中で、

今回の赤潮による被害は生じていないと、育成

による被害は生じてないということでございま

した。 

○委員長（古嶋津義君） いいですか。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） ウェルネスフードを核

とした商流拠点づくりプロジェクトについてで

すけれども、６の成果・課題・今後の方針のと

ころで、事業者及び商流拠点と連携して市内の

商品リストを集約し、国内外のバイヤーとのマ

ッチングを行うというような説明がありました。

新商品は今後も開発していかれるのか。開発し

た暁には、ここに書いてあるように、集約して、

販売拡大を行っていかれるのか、そこの部分を

お聞きしたいと思います。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 委員

お尋ねの新商品開発でございますが、新商品開

発につきましては、もう随時、相談があればで

すね、開発を行っていきたいと思っております。

その開発を行った商品につきましては、当然、

リスト化しまして、いろんな商談会等にですね、

あと物産展、フェアとかに出てもらって、商談

会等して、成約につなげていきたいと思ってお

るところでございます。 

 以上でございます。（委員谷口徹君「ありが

とうございました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（木村博幸君） 今のところです。ウェ

ルネスフードもそうなんですけど、商品の物流

といいますか、そこをやっぱり活性化すること

も一つ手だと思いますが、リーファーコンテナ

の利用状況ですけど、どういった農産物が利用

されているのか、その辺をちょっとお聞かせ願

えればと思います。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 私ど

もで行っていますリーファーコンテナの補助は

農林水産品の補助ということでですね、前回補
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助を行っていますのは晩白柚の補助を行ってい

るところでございます。 

○委員（木村博幸君） 続けていいですか。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○委員（木村博幸君） 農産物で晩白柚だけと

いうのは少し寂しいような気がしますが、やっ

ぱり自分たちが作って、農産物をリーファーコ

ンテナを活用して出せるんじゃないかというの、

まだ認知度が低いんじゃなかろうかと思うんで

すけど、その辺、農家さんに対してのＰＲはど

んな状況でやられてますか。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 農林

水産品に関しましては、青果物等ですと着くま

でに時間がかかりますので、あと検疫等々ござ

いますのでですね、その辺のところもいろんな

ＪＡさん等はじめ、いろんな紹介は行っておる

ところでございますが、なかなか取れたときに

すぐ出せるというわけじゃございませんので、

船も決まってますのでですね、出港日が。そう

いったところで、なかなかですね、タイミング

が合わないという状況でございます。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

○委員（木村博幸君） はい。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（木村博幸君） アウトドアツーリズム

のところなんですけど、交流人口を増やすとい

うところで一生懸命されてますが、コンテンツ

が、先ほど、サイクリングとキャンプというと

ころなんですけど、あとはラフティングですか、

コンテンツを増やすことも必要と思いますが、

今後何か検討されてるコンテンツ、新たなコン

テンツは何かありますか。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 今、委員お尋

ねの件でございますが、今のところ、サイクリ

ング、キャンプ、ラフティングとあるんですが、

また今後、事業者さんとかともですね、聞き取

りを行いながら、もし増やせるものがあれば増

やしていきたいとは思っておりますが、今の現

状といたしましては、今ぐらいかなというとこ

ろでございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で、

令和５年度デジタル田園都市国家構想推進交付

金（地方創生推進タイプ）事業に係る効果検証

を終了します。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（古嶋津義君） そのほか、当委員会

の所管事務調査について何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議のため、小会します。 

（午前１１時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４５分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 当委員会の管外行政視察につきましては、た

だいま説明がありましたように、１０月下旬か

ら１１月中旬頃に行いたいと思いますので、御

承知おき願います。来年の１月も視野に入れと

いてください。また、調査事項につきましては、

書記まで御連絡をいただければと思います。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 
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 これをもって経済企業委員会を散会します。 

（午前１１時４５分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和６年６月１２日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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